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〒329-0431 栃木県下野市薬師寺1636

 TEL：0285-47-3121　FAX：0285-47-3122

開館時間 午前9時から午後5時（入館は午後4時30分まで）

休 館 日 月曜日・第３火曜日

 休日の翌日（土・日・祝日は開館）

 年末年始（12月28日～ 1月4日）

入 館 料 無料

駐 車 場 無料・普通車約40台（大型バス可）
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下野薬師寺歴史館は、今から約1300年前に建てられた

『下野薬師寺』というお寺について学ぶことのできる資料館です。

館内では「発掘調査」といって、土を掘って調べる作業によって

見つかった、瓦などの出土品や復元模型などの展示のほか、

映像などでお寺の歴史をわかりやすく解説しているよ。
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680年ころ 下野薬師寺が建てられる。

709年 下毛野朝臣古麻呂亡くなる。

730年代 官寺（国の寺）に昇格する。

761年 戒壇が置かれる。

770年 道鏡が造下野薬師寺別当になる。

 （772年死去）

800年代 五重塔（創建の塔）が焼けてなくなる。

 その後、回廊東に塔を再建する。

1092年 慶順が東大寺に下野薬師寺の復興を願

 い出る。

 寺が荒れ果て、鹿や猪の薗となっている

 と記される。

1252年ころ 慈猛上人、下野薬師寺に入り、寺を復興する。

1339年 下野薬師寺の名前が、安国寺にかわる。

1571年 北条氏の戦で焼けてなくなる。

江戸時代後期 安国寺六角堂が建てられる。

2001年 下野薬師寺歴史館
 オープン

2018年 安国寺の名前を

 薬師寺に復古する。

下野薬師寺の
歴史年表
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年表でみると1300年前が

どれくらい前なのかわかるね。
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下毛野朝臣古麻呂は、飛鳥時代に中央政界で活躍した

下毛野氏を代表する人物で下野国河内郡（現在の栃木

県下野市薬師寺付近）の出身。大宝律令という法律の

選定に関わるなど中央官僚として都で活躍し、下野薬

師寺の創建に大きく関わっていた、と考えられていま

す。地方出身者が中央で貴族の位にまで昇進するのは

異例のことでした。709年12月に亡くなりました。

｠

道鏡は、奈良時代のお坊さんで、

河内国（現在の大阪府）出身です。

称徳天皇に信頼され、天皇に次ぐ

法王の位に就きました。しかし、

称徳天皇が亡くなると、道鏡は、

造下野国薬師寺別当として下野国

に赴任しました。772年4月、下野

の地で亡くなりました。

「瓦」は大切なお寺を雨や風から
守るために屋根に葺かれたよ。

風をうけるときれいな音
が出るよ。今までに下野
薬師寺跡から大小２つ
見つかっているよ。

下野薬師寺を代表する瓦。
ハスの花のデザインで歴史
館のシンボルマークにもなっ
ているよ。

いつごろ建てられたお寺なの？

ずっと昔、今から1300年くらい前に建てられた

お寺だよ。

そのころのお寺ってどんな所だったの？

お坊さんが勉強するところだったんだよ。昔のお寺

は今の学校のようなところだったんだ。立派なお坊

さんになるためにいっしょうけんめい勉強したんだ。

お寺でお坊さんたちは何をしていたの？

仏さまの教えやお坊さんの心得を学んだり、みん

なが平和に暮らせるように拝んでいたんだ。

下野薬師寺はどうしてここに建てられたの？

そのころの天皇や貴族などの位の高い人々は、

古墳に変わってお寺を建てるようになったんだ。

地方では、有力豪族だけがお寺を造ることができ

るようになり、古麻呂一族のお寺を国のお寺とし

てつくりなおした、といわれているよ。

戒壇ってなに？

お坊さんになりたい人は、みんな「受戒」という試

験を受けなければならなかったんだ。その「受戒」

を行う場所のことだよ。当時、戒壇のあるお寺は日

本に３か所しかなかった。下野薬師寺がとても重要

なお寺だったことがわかるね。　※あとの２か所

は、 奈良の東大寺と九州の筑紫観世音寺だよ。
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□ 下毛野朝臣古麻呂
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下野薬師寺に
ゆかりのある人物
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